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本院は、 大学病院と県下
全域の協力型病院との双方

阿性研修を通じて、バラン

ス感覚に優れた視野の広い
研修医を育成します。
平成 24 年 4 月から は、 救命

救急センタ ー の設置、 ドクタ ーヘリの導入により、 救急医
療体制のさらなる強化を固ってまいります。

- 〒889-1692宮崎市消武llf木原5200医学部総務課卒後臨床研修係
TEL. 0985-85-1864

大正 10 年に設立された当

院は、宮崎市の中心部に位置
し、多数の診療科を有する地

域の中核的病院としての役

割を担っています。「第三次

救急医療 施設」 、「地域 がん診
療連携拠点病院」などの他、 多くの専門学会認定医·専門医の
研修・教育（関連）施設に指定されています。

- 〒880-8510宮崎県宮崎市北高松町5-30事務部経営企画担当
TEL. 0985-24-4181 

宮崎県立延岡病院

当院は、病床数 456 床、
19 診療科並びに5センタ ー

（救 命 救 急、 心臓血管、 脳

神経、 周産期、 消化 器）を

有する急性期型病院で、 宮

崎県北部医療圏の二次・竺

次医療を担っています。 救急医療の要であり、 屋上にヘリ
ポ ー トを備えた新しい救命救急センタ ー の運用を開始して
います。

一 〒882-0835宮崎県延岡市新小路2-1-10事務郎経営企画担当
TEL. 0982-32-6181 
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宮崎県立日南病院

当院は昭和 23 年に設立さ

れ、県南部地域において総合
的な医療を提供できる唯一
の医療機関として、地域の医
療機関等と連携し、急性期医

療や濶度医療、救急医療等を
担っています。また、症例数も多く、特にプライマリ・ケアを

学ぶ研修医には理想的な環境です。

- 〒887-0013宮崎県H南市木山1-9-5事務部経営企画担当
TEL. 0987-23-3111

基幹型
臨床研修病院
充実した環境・豊富な症例

県全体で取り組む地域支援体制

本院は、 平成 23 年に地

域医療支援病院の認定を受
け、 地域の中核病院として

シg の役割を担っております。
腎センタ ー 、周産期センタ ー 、

高度生殖医療センタ ー 、スト
レスケア棟、内視鏡外科手術センタ ー 、がん治療センタ ー等
を備え、 都会の医療レベルにひけを取らない医療レベルを

維持するための人材の育成等に日々務めています。

一 〒880-0041宮崎県宮崎市池内町数太木1749·1庶務課
TEL. 0985-39-8888 

地域の Iかかりつけ医療
機関」として、 24 時間いつ
でもお応えできる医療機
関として機能しています。

往診や労災職業病への取
り組みとして、 振動病検

診、 塵肺検診も行っております。また県内約 4 万 6000 人
の医療生協の組合員さんとともに保健予防活動、 健診活
動にも力を入れ、地域での健康づくりも担っています。

- 〒880-0824宮崎県宮崎市大島町天神前1171医局秘書課
TEL. 0985-24-6877

藤元総合病院

病床数 343 床で 23 の診

療科を有し、 宮崎県の南西
部 で鹿児島県に接して位置
しています。 両県に ま た が

る広域医療圏の診療に対応
し、 サイバー ナイフ・ガン

マ ー ナイフ・脳磁図をはじめとする最先端の医療機器をい

ち早く導入し、 循環器・脳外科など救急医療にも幅広く対
応しています。

一 〒885-0055都城市早鈴町17-1
TEL. 0986-25-1313 
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医師の状況
医師数・診療科別・年齢構成の状況

二次医療圏別の状況〔総数〕 診療科別の状況〔医療施設従事医師数〕

県内の医師数は年々増加しており、平成 26 年 12 月末

現在で 2,730 人となっていますが、 二次医療圏別では、

宮崎東諸県に県内の約半数の医師が集中しており、 同医

療圏のみ人口 10 万人当たりの医師数で全国平均を上

回っています。

＝二次医療園別の医師数分布図

全国平均 10 万人対： 244.9 人 (+7.1 人）
平成26 年 12 月末現在「医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働省）

各診療科とも宮崎東諸県に約半数の医師が集中して

います。

延岡西臼杵 104 56 15 13 56 244 
日向入郷 53 39 5 6 44 147 
宮崎東諸県 555 298 71 73 438 1 ,435 

西都児湯 56 40 1 2 2 23 1 33 
日南串間 61 30 8 6 46 151 
都城北諸県 126 91 17 18 106 358 
西 諸 50 35 4 7 34 130 
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平成 26 年 12 月末現在「医師・歯和医師・薬剤師調査」（厚生労働省）

年齢構成の状況〔総数〕

年齢構成では、 40 代から 50 代の医師の割合が全国

と比べて高く、 20 代から 30 代の医師が低くなってい

ます。

30 代の医師数は年々減少しており、 平成 14 年と比

べ約3割減少しています。

20 代は、 平成 14 年と比べ約 1 割の減少ですが、 平

成 24 年以降は増加しています。
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